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合
併
論
議
の
行
き
先
は
？

稗
苗

議

員

県
の
対
応
た
だ
す

9月議会

０
県
は
今
年
３
月
　
市
町
村

合
昨
支
援
要
網
を
策
定
し
た

市
町
付

へ
の
説
明
　
指
導
　
臨
識

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

②
市
町
付
の
対
Ｌヽ
は
メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
の
研
究
に
と
ど
ま
ぅ

て
い
る
　
合
併

ヽ
具
体
的
な
勁

き
に
つ
な
が
る
見
通
し
あ
つ
や

０
具
体
的
な
合
併
協
崚

へ
お
導

す
る
県
の
財
政
措
ａ
の
内
容
は
，

①
広
域
田
を
ま

た
い
だ
０

県
崚
を
ま
た
ぐ
合
併
は
ど
う
か

つ
市
町
付
合
併
が
進
ん
だ
場
合

県
の
役
割
ほ
ど
う
な
る
，

へ合耐卸蟻能
の

Ｌ
の
苔
弁
は
次
の
逝
り
．

①
県
か
ら
市
町
村

へ
の
調
師
派

遣
も
４
～
９
月
で
２
件
と
な
り
、

議
会
で
も
検
討
気
速
が
あ
る
．

②
研
究
の
，―，
間
報
告
を
出
す
動

き
も
あ
り
　
合
併
協
議
会

の
設

魚
津
を
ど
う
す
る

皆
さ
ん
、
声
を

あ
げ
よ
う
よ
―

斬
―――
地
区
で
も
２
市
〓
町
か
合

併
研
究
会
を
ャ
一ち
あ
げ
て
い
る
が

合
併
Ｌ
議
会
の
■
，
あ

見
通
し
は

■

一
て
い
な
い

現
在
、
新
川
Ｌ
域
圏
手
務
報

合
で
ゴ
‥
処
理
な
ど
で
協
調
し
て

い
る
か
　
介
薇
停
険

で
は
　

絶

濠
が
他
市
町
と
別
の
地
を
歩
ん
だ
。

万

一
　

黒
都
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と
入
薔
　
朝

日
　
宇
万
月
が
合
併
し

て
　

魚

た
が
取
り
残
さ
れ
る
と
し
た
ら

人
●
な
こ
と
に
な
ら
な
い
か
．

魚
津
は
人

口
５
万
弱

で
　

自

ｍ
に
つ
な
が
る
地
域
も
出
て
こ
よ

つ

．０
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
松
Ｉ

業
と
し
て
助
成
し

て
き
た
が
、

任
ｔ

の
命
併
協
議
会
を
対
摯

に
支

援
制
度
を
創
設
し
た
．

Ｏ
広
域
圏
や
県
墟
を
ま
た
ぐ
合

併
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

０
市
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を
包
Ｉ
す
る
亡
城
事
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迪
締
調
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を
担

う
県

の
役

割
は
今
後
も
基
本
的
に
変
ら
な
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治
体
と
し
て
独
立
し
て
や
ぅ
て
い

け
な
い
こ
と
は
な

い
　

そ
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は
、
一
こ
れ
て
、　
い
い
わ
か
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う
々
易
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気
持
で
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く
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は
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り
し
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来
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片
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ｉ
Ｏ
こ
に
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て
地
盤
沈
ド
が
滋
し
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は
合
併
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能
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は
な
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が
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に
合
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反
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を
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と
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．
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缶
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拡
大
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ぜ
よ

米

の

一

価
Ｌ

の
低
ド

昨
年
度

は
半
分

の
“
　
う
Ｌ
に
ま

で
卜

が

っ
て

い
る
．
　
米

余

●

て

に
や
十
●
綸
■
Ｌ
●
米
■
及
■
某

ヽ
の
山̈
“
，
，●
一“

　́
一・
きヽ
た
．

を
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え
　

＾

０
１

●
―
ク

て

０

１
ス

マ
ッ
チ
は
一占
キ
イ

に
多

い

県
由

つ
∵
嘔
――
卜

へ
の
認
童
と

超
一嘔
を
余
崚
ｔ
く

こ
れ

て
い
ら
，

今

回
新

た

に

く
０
体
い

や

一
と

や
ま
米

フ

ァ

ン
ク
ラ
ブ

一
■
崚

な

ど

一
お

い

し
い
と

や
ま
■

ふ
れ
あ

い
わ
業

を
■
施
し
た

い
．

セ
ー
ジ

こ
の
た
ひ
の
‘
議
院
遣
挙
に

際
し
ま
し
て
Ｌ

別
の
こ
女
Ｉ
と
こ
理
解
を
叫
，

初
「
選
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来

ま
し
た
．
■
よ
つ
深
く

感
謝
中
Ｌ
●
げ
ま
す
．

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
　
熟
い
思
い
，
的
に

新

し
い
日
本

の
劇
進
と
ｌｌｉ
山
県

の
は
，
な
い
た
●
を
Ｈ
卜

し

■^
，
７
ル
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ー
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て
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ま
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に
，
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今
■
と

も

一
】

の
ご
卜
●
　
ピ
一美
■
を
鴫
０
ま

す
よ
う
　
心
ｔ
，
お
″

い
中
Ｌ

Ｌ
げ
よ
，

高

校

再

編

は

県
民
の
意
見
で

必
要
だ
　

す
て
に
衛
生
看
謹
●

は
Ｌ
て
１
■
に
限
定
さ
れ
て
い
う

衛
看
１
校
集
中
は

制
度
改
正
の
た
め

・答
弁
・
県
Ｉ
高
性
朽
末
“
■
検
討

全
の
中
――ｌｌ
＝
占
を
も
と
に
Ｌ
く
Ｉ

民
の
■
見
を
聞

く
　

¨
■
看
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１１
■
中
に
国
の
制
度
改
正
て
教
市

時
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引
上
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に
伴
う
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置
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工
会
長
を
中
心
と
し
た
■
い
“
動

第
２
選
挙
区
定
期

大
会
に
古
賀
誠
氏

衆
院
第
２
ｔ
挙
区
ｔ
期
人
全
●

７
月
ｌ
Ｈ
　
婦
中
町

て
．

■
本

部
か
ら
古
賀
誠
前
幹
ｒ
員
ら
が
未

宣

に
　
七
■
市

か
ら
田
人

の
ｉ

員
か
参
加
し
た
。

終
了
後
は
古
“
氏
を
出
み
　
こ

れ
か
ら
の
道
路
行
政
な
ど
を
は
１１

■
談
　
〓
炉
代
護
十
七
交
え
て

感
動
あ
る
話
し
合
い
の
場
に
．
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黒部川河口からベリて上流部へ 急峻

樹木すくなく 角石もガうガラ崩れて

いる 治山の必要性を痛感

8月288'黒 部ルー ト見学会 欅平て

卜●●コに乗り首え 地下式の黒四ベ

室堂渥由て帰る ルー ト開放 世界遺

産登録にむけ努力したい
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な
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ユ
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Ｌ
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Ｌ
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大
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，
団
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や
か
な
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て
〓
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．
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士
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習
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自
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隊
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見
学
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月
＝
日
　
向
術
隊
工
員
辿
盟
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行
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常
士
廣
〃
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に
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両
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満
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学
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